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亀山市教育委員会１１月定例会会議録 

１．日 時  

平成３０年１１月１６日（金）午後１時３０分開会 

 

２．場 所 

亀山市役所本庁舎３階 理事者控室  

 

３．出席委員 

教 育 長      服 部   裕 

１番委員   井 上 恭 司 

２番委員   大 萱 宗 靖 

３番委員   宮 村 由 久 

４番委員   太 田 淳 子 

 

４．欠席委員 

なし 

 

５．議事参与者 

教育部長                             草 川 吉 次 

教育総務課長（以下総務課長という。）       原 田 和 伸 

学校教育課長（以下学校課長という。）      西 口 昌 毅 

参事（兼）生涯学習課長（以下参事生課長という。）亀 山   隆 

図書館長                    井 上 香代子 

子ども未来課長（以下子ども課長という。）    宇 野 勉 

文化スポーツ課まちなみ文化財グループリーダー(以下まちＧＬという)    稲 垣 智 也 

学校教育課主幹兼学事教職員グループリーダー（以下学事ＧＬという）   高 宮 綾 子 

学校教育課主幹兼教育研究グループリーダー（以下教研ＧＬという）   西 田 浩 司 

学校教育課主幹兼教育支援グループリーダー（以下教支ＧＬという）   平 野 朋 希 

生涯学習課社会教育グループリーダー（以下生社ＧＬという）   小 坂 博 文 

教育総務課主幹（兼）教育総務グループリーダー(書記）草 川 正 富 

教育総務課教育総務グループ主査（書記）     西 口 幸 伸 
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６．会議録署名者指名 

   １番委員（井 上 恭 司 委員） 

   ２番委員（大 萱 宗 靖 委員） 

 

７．教育長報告 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２１日、職員採用試験は三次面接である。 

２２日、知事と市長１対１対談では井上委員と太田委員の参加

に感謝申し上げる。鈴鹿関跡学術調査専門委員会は、古代三関の

一つである鈴鹿関跡について国の指定を受けたいという目標を掲

げた２年目の委員会である。 

２３日から学校訪問が続くが、教育委員会事務局として訪問し

て初任者や転入職員の面談を行い、また学校の授業を確認した。 

２５日、人事用務は病気休職している教員の復職に向けた面談

であった。デリバリー給食試食会は、主任児童委員や市長ととも

に参加し好評であった。 

２７日、中学校文化祭は他の用務も重なり駆け足で３校を回っ

た。 

２９日、市町等教育長会議では大萱委員の参加に感謝申し上げ

る。 

３１日、加太小学校農産物生産体験学習は、自然薯とさつまい

もの収穫の体験学習であった。 

１１月１日、三重の教育談義では各委員の参加に感謝申し上げ

る。 

６日、小中音楽会では、大萱委員、宮村委員、太田委員に参加

いただいた。 

８日、図書館整備推進委員会では、基本設計の状況について意

見をいただいた。 

１０日、青少年のための科学の祭典、辺法寺地区の亥の子づく

り、消防の防火フェアに参加した。 

１２、１３日の臨時会では市議会の議長、副議長などが決まっ

た。 
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宮村委員 

まちＧＬ 

１４日、学校給食用食材の贈呈式があり、亀の市やＪＡから食

材の贈呈があった。 

地域人材キラリ育成事業推進委員会では市民大学のカリキュラ

ムを検討している会議である。 

図書館の基本設計が固まった段階で１２月議会に資料を提供す

る。その前に教育委員会で決定する必要があり、臨時会を開くこ

とになる可能性がある。 

古代三関はどう読むのが正しいのか。 

どの読みが正しいというのはありませんが、「こだいさんげん」

というのが一般的です。先生方の表現は「さんげん」が多い状況

です。 

（ほかに質問はなく、教育長報告を終わる。） 

 

 

８．協議事項 

教育長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議事項１「平成３１年度教育予算について」説明を求める。 

教育総務課は教育総務グループが５事業、施設・保健給食グル

ープが１６事業となっています。基本的には予算要求は前年度ベ

ースで要求をすることとしています。教育総務課全体では、おお

よそ４８００万円増となっています。主な要因は、工事、修繕、

備品です。 

まず、７ページをご覧ください。食糧費として建設労働組合の

奉仕作業に係る弁当代等を計上しています。 

また、給食調理員の時給の増加や応接員等の１人増に伴い、人

件費が大きく増えています。 

次に、施設・保健給食グループでは、３５ページの学校管理費

一般管理費４２９万円増ですが、３９ページの備品購入費が主に

増えています。内容はＡＥＤの買い替えや、食器洗浄機となって

います。 

４２ページは施設管理費として、文化スポーツ課から移管した

体育館の電球交換の費用を新規に計上しています。また、燃料費

や、電気、水道の光熱水費は単価の上昇で増加しています。修繕

料についてもかなり増額しています。その内容は、消防設備点検

やその他の保守点検の指摘を踏まえての最低限の修繕です。 
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学校課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参事生課長 

 

 

 

 

 

５９ページは、学校管理費一般管理費です。全体で６９万円の

増加であり、ＡＥＤの買い替えと印刷機の更新です。施設管理費

は前年並みです。 

７２ページの施設整備費では、亀山中学校の体育館の床改修工

事があります。老朽化の程度が著しい状況であるため、改修費を

計上しています。 

７４ページ、７５ページにある遠距離通学補助金については一

部を就学援助費に組み換えしています。 

８９ページからご覧ください。歳入で、部活動指導員が２人か

ら３人に増員となっています。 

９１ページから歳出関係です。９５ページですが、教職員健康

診断について、人間ドックを受けた方の指導区分の決定を産業医

にお願いします。９８ページですが、コミュニティ・スクール事

務補助員を２人増員しています。また、スクール・サポート・ス

タッフを３人新規で計上しています。 

中学校費につきましては、１０６ページの部活動指導員を２人

から３人に増員して計上しています。 

１１８ページで社会科副読本を改訂するので、約１０９万円増

となっています。また、１２０ページにありますように教科書採

択負担金も計上しました。 

１２９ページをご覧ください。学校のボランティアに保険料を

支払う予算を計上しています。 

１５３ページの幼児教育推進事業ですが、子育ての手引きに係

るパンフレットを配布する予算を計上しています。 

１７１ページのいじめ問題調査委員会費ですが、委員会の開催

を２回から５回に増やしています。 

１８０ページに鈴鹿大学との連携の委託事業として、食育に関

係して減塩教育の指導に関わる部分を新たに計上しています。 

社会教育グループはおおむね前年どおりです。 

まず、社会教育委員会費の印刷製本費で家庭教育及び親の養育

力に係る提言書を印刷配布する予算を計上しています。 

２２３ページをご覧ください。青少年総合支援センター報償費

として野村地区まちづくり協議会での自主防犯パトロールに係る

謝礼金を計上しています。 
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大萱委員 

 

総務課長 

 

大萱委員 

総務課長 

大萱委員 

総務課長 

 

教育長 

 

太田委員 

教育部長 

 

宮村委員 

 

学校課長 

 

宮村委員 

学校課長 

 

教育長 

 

井上委員 

 

２２９ページの鈴鹿峠自然の家ですが、現在草刈りを管理人が

行っていますが、これを委託に出したいと考えています。 

２３１ページからが図書館分となります。昨年度に比べて大き

な増額となっていますが、図書館システムの入れ替えに伴うもの

です。 

機器の老朽化に伴い、システムの保守サービス対応ができない

ため、新図書館でも対応できるシステムとして導入するものです。  

２４６ページからの施設管理費ですが、二宮金次郎像を歴史博

物館に移設する予算を計上しています。 

例えば７２ページで、中学校の体育館床の改修があるが、これ

らの修繕の計上の順番には意味があるのか。 

必ずしも優先度の高い順番になっているわけではありません。 

ただし、この亀山中学校は金額的に主要事業に近いものです。 

この亀山中学校の体育館の改修は毎年要求しているのか。 

要求書に掲載するのは今回が初めてです。 

毎年計上しているものもたくさんあるのか。 

要求がそのまま通るとは限りません。査定で減額されることも

あります。 

体育館の床が老朽化してきて、いよいよ改修が必要な時期であ

る。 

最低賃金の上昇の影響はあるのか。 

最低賃金を下回る業種については、１０月１日に最低賃金を越

えるよう賃金の改定をしています。 

働き方改革の総勤務時間縮減に向けた取組に向けた事業はある

のか。 

総勤務時間縮減を目的とする事業はありませんが、人員の配置

で対応していく予定です。 

総合教育会議での人員の要求が具体化しているのか。 

想定する人員の数を目指して、厳しい状況の中で調整を図って

います。 

総合教育会議では部活動指導員を何人増やすかまでは決めてい

ない。 

これだけのボリュームのある事業を展開するのは大変である。

これらの事業をこなしていくのは教育委員会事務局の職員の負担
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図書館長 

教育長 

教育部長 

 

 

教育長 

 

井上委員 

教育長 

教育部長 

 

 

 

井上委員 

 

教育長 

 

 

 

になるのではないか。解決方法としてはスタッフの増員であると

思うが、何か手を打たないといけない。 

今回の予算要望の中で事業の廃止、見直しを検討したのか。ス

タッフの増員を要求したのか。 

まず図書館ではどうか。 

増員の要求をしましたが、認められず現状のままです。 

事業で廃止縮小しようと考えていることを述べて欲しい。 

特に学校教育課の教職員の健康診断について、産業医に指導区

分を記載いただくことで、教職員の負担減と併せて予算減につな

げています。 

この標準予算は事業費というよりも、経常的に係る経費である。

主要事業は別にある。 

教育委員会事務局の職員の業務負担も大きいのではないか。 

事務量よりも学校現場の対応で時間がかかるケースがある。 

市役所全体の標準事業の計上方法としては、基本的には前年度

を上回る予算の要求をしないとの方針があります。ただし、学校

施設の老朽化など子どもたちの安全に関わる部分は増額していま

す。 

文部科学省、三重県教育委員会でも事務量は増加していると聞

いている。市教育委員会事務局の職員の健康が心配である。 

先生方がいくつもの研修会に出なければならない。教育委員会

主催に限定することで研修会を減らすという努力も行っている。

市教育研究会という組織の見直しも併せて行っている途上である。 

（ほかに質問はなく、協議を終わる。） 

 

９．報告事項  

教育長 

 

 

教育長 

 

総務課長 

 

大萱委員 

報告事項１「平成３０年度定期監査の結果について」説明を求

める。 

（総務課長、学校課長及び図書館長詳細説明） 

検討して統一されたいとの意見に対する対応は決まっているの

か。 

各学校の状況を確認して、口座振込で統一する方向で調整して

いきたいと考えています。 

指摘事項の方が重い指導なのか。 
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教育部長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

井上委員 

 

学事ＧＬ 

 

井上委員 

学事ＧＬ 

 

教育長 

 

井上委員 

教育長 

 

 

井上委員 

 

教育長 

 

 

井上委員 

 

 

教育長 

井上委員 

教育長 

 

大萱委員 

意見は改善命令ではありませんが、要求です。ただ、どういう

処置を行ったかは広報に掲載されます。指摘事項はどちらかと言

うと改善命令に近いものです。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

報告事項２「コミュニティ・スクール認定校の取組の成果・課

題及び認定における経緯と今後の予定（案）について」説明を求

める。 

（学校課長詳細説明） 

コミュニティ・スクールに認定されている学校は学校運営協議

会となるが、認定されていないところは教育協議会なのか。 

そのとおりですが、神辺小学校のように併設のままのところも

あります。 

予算措置はされているのか。 

事務補助員の配置や準備に係る予算を計上しています。他校の

様子を見たり、講師を呼ぶような費用があります。 

特色ある学校づくり推進事業では、コミュニティ・スクール会

長と教育委員会が契約を交わす。委託契約を行っている。 

学校運営協議会と教育協議会の違いは何か。 

予算の執行方法が違う。教育協議会は、校長を通じて教育委員

会事務局での予算処理が伴う。学校運営協議会は委託をしている

ので、その組織で自由に予算の使途を決めることができる。 

学校運営協議会に事務局があるのか、事務補助員が事務局を担

当しているのか。 

事務局は学校にある。会の開催は、事務補助員が学校長や運営

協議会会長、副会長などの役員と連絡調整して決めている。教員

としてもコミュニティ・スクール担当がいる。 

学校運営協議会のメンバーの固定化について、校長の多くは２、

３年で交替するが、学校運営協議会の役員の固定化が見られた場

合、それを安定と見るか、弊害と見るか。 

弊害が出るような会長は、亀山市ではいないと思う。 

頑固な会長であれば組織運営は難しいのではないか。 

校長が会長を委員推薦するなど２年毎のチェック機能が整備さ

れている。 

加太小学校では、事務補助員の人員確保と勤務時間の拡大が課
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学事ＧＬ 

 

教育長 

大萱委員 

 

教育長 

 

 

宮村委員 

 

 

 

学事ＧＬ 

 

 

 

宮村委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

宮村委員 

 

井上委員 

 

太田委員 

 

 

教育長 

 

題とあるが、どういう状況か。 

加太小学校は、事務補助員の時間が減少しているので、より多

く対応したいとの意図です。 

初期は国費で常勤の人件費が出ていた。 

誰がコミュニティ・スクールを実施することを決めるのか、校

長の判断なのか。 

教育委員会の判断というわけではなく、地域の実状を見極めな

がら、教育委員会と学校が協議しながらの学校の自主的な判断と

考えている。 

学校側から見たコミュニティ・スクールは非常に効果があると

思う。地域側から見たコミュニティ・スクールは課題があるので

はないかと思う。もっと市長部局へも働きかけがいるのではない

か。 

学校から地域へ出て行くという面では、少し遅れている部分が

あります。それをどう改善していくかとなると、もっと子どもた

ちが地域をフィールドにして、地域の方々と共に活動する場の設

定等が必要であると考えます。 

地域協働の部局とコミュニティ・スクールの活用について、も

っと促してもいいのではないか。 

地域まちづくり推進会議でコミュニティ・スクール活用の流れ

はできている。川崎地区コミュニティセンターで地域の人と共に

学習支援に取り組んでいる状況がある。地域あげての敬老会、農

芸祭などには子どもも参加する。そのような流れがある。中学校

まで行くと、地域へ演奏に出かけるなどの取組もある。創意工夫

と方法論でもっと充実できるところである。 

コミュニティ・スクールは学校を核としたまちづくりに効果を

発揮できると思う。 

学校におけるＰＴＡの姿があまり見えない。ぜひとも単位ＰＴ

Ａを大事にしてほしい。 

そもそもコミュニティ・スクールについての理解が保護者や地

域にないのではないか。運営の方法などを丁寧に説明していく必

要がある。取組の内容をもっと説明していくべき。 

年数を経るにつれて、ＰＴＡ会長は学校運営協議会の役員にな

るとの意識が醸成されてくる。保護者の意識も高まってきている。 
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太田委員 

 

学事ＧＬ 

 

 

 

井上委員 

教育長 

学校課長 

 

教育部長 

 

 

井上委員 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

井上委員 

学校課長 

 

子ども課長 

教育長 

太田委員 

 

子ども課長 

 

太田委員 

子ども課長 

教育長 

一部の学校について２年の準備期間がなぜ１年に短縮されてい

るのか。 

地域の実状を把握した上で、学校からの申し出により１年とな

っています。最初の頃はコミュニティ・スクールへの理解に時間

を要し、２年の準備期間としていました。必ずしも平成３４年ま

でに移行しなければならないというわけではありません。 

これは報告事項でよいのか。協議事項ではないのか。 

教育委員会の協議事項とすべきであったのでは。 

このスケジュールは、事務局での考えを示した案であり、報告

事項としています。 

今回は今までの取組と課題を取りまとめた結果を報告していま

すので、報告事項としました。今後の予定案は事務局としてはこ

のような思いであるとのことで示しています。 

このスケジュールに不満があるわけではない。いろんな課題が

出ていないので協議する場がほしいと考えている。ＰＴＡがどう

しているのか等を話し合う場がいると思う。 

別にＰＴＡと協議する場があるので、学校運営協議会と教育委

員会の懇談会などが可能である。検討を願いたい。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項３「教育課題について」説明を求める。 

（学校課長詳細説明） 

不登校の主な要因の「不安の傾向がある」とは何か。 

集団への不安や、個別的な人間関係、部活動などに不安がある

ケースを指します。 

医療機関の診断を伴うケースも該当します。 

様々な不安で診断されるもの又は、その疑いのものもある。 

取組の 2つ目に福祉機関との連携による個々の実態に応じた支

援の充実とは具体的に何か。 

学校だけでなく第三者が入ることで解決できる事案の支援のこ

とです。 

新任の先生への支援もあるのか。 

新任の先生には接し方の助言をしています。 

いじめ問題と不登校の書きぶりが違ってもよいが、早期解消に
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教育長 

 

教育長 

井上委員 

学校課長 

教研ＧＬ 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

大萱委員 

子ども課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

向けてとの記述があってもよい。加える報告で検討願いたい。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項４「生徒指導について」説明を求める。 

（学校課長詳細説明） 

夏休み以後に特定の生徒が問題行動をしているようである。 

警察への被害届は出ているのか。 

出していません。 

学校からは出していないと聞いています。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項５「図書館利用状況について」説明を求める。 

（図書館長詳細説明） 

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項６「平成３１年度亀山市立幼稚園入園児の応募状況に

ついて」説明を求める。 

（子ども課長詳細説明） 

今は働く人が多い状況なので、子どもを預ける人も多いのでは。 

保育園は去年より受け入れが増加しており、子どもが小さいう

ちから預ける人が多い状況です。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項７「工事及び委託事業の発注状況について」説明を求

める。 

（総務課長及びまちＧＬ詳細説明） 

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項８「教育委員会行事報告及び予定表」について説明を

求める。 

（総務課長、学校課長、参事生課長、図書館長及びまちＧＬ詳

細説明） 

（質問はなく、報告を終わる。） 
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１０．その他  

図書館長 

 

「カメジョブキッズ２０１８」の取組について説明します。図

書館司書の体験イベントとなっています。 

 

１１．閉会 

   午後４時 

 


